
「お
う
き
」
高
校
と
，
つ
。
「折
」

と
は
水
ぎ
わ
の
意
味
で
あ
る
。
キ

ャ
ン
パ
ス
は
、
京
都
市
の
中
心
部

を
北
か
ら
南
に
流
れ
る
鳴
川
の
西

５
０
０
Ｈ
に
あ
る
。
京
都
御
所
内

の
仙
洞
御
所
の
す
ぐ
東
側
に
あ

る

と
言
っ
て
も
い
い
。

前
身
の
京
都
府
立
京
都
第

二
局

埜〓
堡
十
校
が
設
立
さ
れ
た
の
は
１

９
０
４

（明
治
３７
）
年
だ
が
、
そ

の
ル
ー
ツ
を
き
か
の
ば
れ
ば
１
８

７
２

（明
治
５
）
年
設
立
の

「新

芙
学
校
及
女
肛
場
」
と
い
ら
女
学

校
に
た
ど
り
つ
く
。
明
治
５
年
と

い
え
ば
、
明
治
政
府
が
初
め
て
近

代
学
校
制
度
を
定
め
た
教
育
令
で

あ
る

「学
制
」
を
発
布
し
た
年
で

あ
る
。
こ
れ
に
呼
応
し
、
公
立
と

し
て
は
日
本
で
も
つ
と
も
百
い
女

学
，
オ
京
都
に
創
ヱ
さ
れ
た
。

明
治
天
皇
が
視
察

〓
都
は
日
本
文
化
の
凝
綸
で
あ

る
。
そ
の
京
都
で
、
明
治
護
新
か

ら
た
つ
た
５
年
後
に
女
子
教
育
に

円
戸
が
開
か
れ
た
こ
と
は
、
画
期

的
だ
つ
た
。
開
校
１
カ
月
後
に
は
、

明
ヽ
天
皇
が
視
察
に
誠
れ
た
と
い

■ヽ

モ
ノ
珍
し
き
も
あ
つ
た
せ
い

か
、
キ
上
馨
、
木
戸
孝
允
＾
伊
藤

博
文
　
山
県
有
朋
　
西
郷
隆
盛
ら

明
治
嬌
政
府
の
元
勲
や
要
人
、
ド

イ
ツ
の
皇
太
子
な
ど
も
次
々
と
見

学
に
〓
た
と
い
う
記
録
が
残
つ
て

い
・つ
．

当
ケ
は
言
士
度
の
２
■
メ
が
対
象

だ
つ
た
。
ま
¨，
■
人
が
入
学
、
す

ぐ
に
平
民
の
奴
？
本
子
も
許
さ
れ

生
徒
数
は
１
５
９
人
に
な
っ
た
。

英
語
の
ほ
か
裁
縫
、
手
芸

算
術
、

冒
字
　
和
漠
学
な
ど
の
科
目
が
あ

っ
た
。
京
都
の
町
衆
は
明
治
の
夜
明

け
、
日
本
で
最
高
の
民
度
を
備
え

て
い
た
．
文
明
開
化
を
先
取
ｂ
工
，

る
か
の
よ
う
に
、
町
民
が
誕
出
し

て
小
学
校
を
あ
ち
こ
ち
に
作
っ
た

ほ
ど
で
あ
る
．
多
少
と
も
袴
福
な

町
民
は
、「
員
姜
買
０
」
教
育
を
標

嬌
す
る
こ
の
女
）子
校
に
読
っ
て
娘

を
送
う
込
ん
だ
。

Ｎ
Ｈ
工
の
２
０
１
３
年
の
大
河

ド
ラ
マ
「人
重
の
桜
」
の
二
人
公

山
本

音^
も
、
会
津

（福
島
県
）

を
飛
●
出
し
て
上
洛
し
、
こ
の
女

学
校
で
敦
え
て
い
た
。
同
志
社
英

学
校
を
つ
く
つ
た
新
自
空
果
と
再
婚

す
る
三
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
鉄

砲
の
打
ち
方
と
並
行
し
て
会
津
で

接
●
―
、
小
笠
原
礼
法
を
学
ん
で

い
た
■
重
に
は
つヽ
っ
て
つ
け
の
生

事
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
つヽ
。

や
■
て
こ
の
旧
制
高
女
は
、
京

都
市
民
の
間
で

「府

こ

の
略
称

で
親
し
ま
れ
る
よ
つヽ
に
な
っ
た
。

「府

二
出
身
の
女
性
た
ち
の
誇
り

は
高
く
、〓「東
は
め
っ
ぼ
う
強
い
。

同
窓
会
が
１
８
８
７

（明
治
”
）

年
に
，
書
さ
れ
て
い
る
。
男
子
だ

け
の
名
［
旧
制
甲
宇
校
を
前
身
に

持
つ
高
ま
も
含
め
、
お
そ
ら
く
日

本
で
最
も
古
い
同
窓
会
だ
ろ
２ヽ

一府

一
」
の
卒
業
生
は
現
在
で
は
ｍ

歳
以
上
に
な
っ
て
し
ま

つ
た
が
、

同
窓
会
館
を
拠
点
に
各
種
の
公
開

文
化
講
座
を
定
期
的
に
開
い
た
り

美
工
，
笠
制
度
を
設
け
る
な
ど
苦
発

な
●́
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

「紫
式
部
だ
っ
て
府

一
の
前
の
こ

の
小
川
の
側
の
道
を
、
通
つ
て
い

た
は
ず
‥
…
」
。
「府

一
」
卒
業
の

女
性
た
ち
は
、
こ
ん
な
モ
ノ
言
い

を
よ
く
す
る
。
「そ
の
あ
た
り
の
女

学
校
と
は
違
う
の
だ
」
と
言
い
た

い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
エ
リ
ー

ト
臭
が
強
す
ぎ
る
と
思
想
を
導
ら

す
人
も
い
る
一

京
大
合
格
者
ト
ッ
プ

戦
後
は
、
４８

（昭
和
２３
）
年
の

学
制
改
革
に
伴
つ
て
新
前
の
府
立

鳴
），
高
校
に
な
ｋ

男
十
を
迎
え

・人
れ
た
。
”
～
∞
年
代
に
か
け
京

都
大
へ
の
合
格
者
が
増
え
、
６．
（昭

和
３６
）年
に
は
”
人
に
の
は
つ
た
。

現
役
が
１７
人
で
こ
の
内
、
女
手
が

４
人
い
た
。
東
大
合
格
者
肇
で
ト

ッ
プ
校
と
な
っ
た
。
戦
後
は
、
進

学
で
も
名
円
校
に
育
っ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

新
制
高
校
が
ス
タ
ー
ト
し
た

時
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

（連
合
日
軍
患
司
令

一■
一
の
方
針
に
沿
つ
て
、
京
都
府

教
育
委
員
会
は

「高
校
三
原
則
」

■
一■
，
，
１
１
，
１
，
〓
■
■
ｉ
■
ｉ
ｔ
ｔ
ｔ
‘
１
●
‘
ォ
ー
ー
●■
・
４̈
Ｖ
　
Ｉ
，
●
´

|

|

|

,
1

|

十

|

一
〇エコノミス」・

2013528



を
打
ち
立
て
た
。
男
女
央
学
、
１

校
に
普
通
科
と
職
業
科
を
子
設
す

る
総
合
制
、
１
学
区
に
１
校
の
小

学
区
制
で
あ
る
。
北
関
東
な
ど
の

公
立
伝
統
高
校
は
今
に
い
た
る
も

男
女
別
学
で
必
ず
し
も
三
原
則
に

従
わ
な
か
つ
た
が
、
京
都
府
立

京
都
市
立
の
高
校
は
、
か
た
く
な

に
〓
原
則
を
守
っ
た
の
で
あ

つ

た
。さ
ら
に
ω
年
代
か
ら
８０
年
代
半

ば
ま
で
京
都
で
は
高
校
全
入
運
動

が
続
い
た
。
高
校
進

妻́
十
の
上
昇

に
合
わ
せ
て
、
だ
れ
で
も
高
校
ま

で
は
問
題
な
ぐ
進
学
で
き
る
よ
う

に
し
た
の
で
あ
る
。
７
期
２８
年
も

京
都
府
知
事
を
し
た
蛙
川
虎
三

（旧
制
東
京
府
立
第
三
中
学

現
都

立
両
国
高
校
卒
）
は
こ
れ
を

「
１５

の
春
は
泣
か
せ
な
い
」
と
表
現
し

た
。高

校
間
格
差
は
な
′
♪
な
つ
た
も

の
の
、
優
秀
な
生
徒
は
６
年
制

一

貴
の
私
立
に
流
れ
、
公
立
高
校
の

大
学
合
格
実
績
は
不
振
に
陥

つ

た
。
「高
校
教
育
は
大
学
受
験
の
た

め
に
あ
る
の
で
は
な
い
」
、
「
い
や
、

山■富士子

■
の
さ
に
せ
か
さ
れ
る
」
と
一茎
杏

両
論
で
，
騰
し
た
ｏ
「学
校
キ
制

度
」
の
導
入
に
よ
ｂ
一塁
塁
里
内
の

公
立
高
ケ
は
地
盤
沈
下
し
た
が
、

京
都
の
公
立
高
技
も
同
程
の
現
象

が
起
き
た
の
だ
つ
た
ｏ

鴨
折
高
校
の
難
閲
大
学
合
格
実

績
も
必
然
的
に
落
ち
込
ん
で
い
つ

た
。
卒
業
生
は
最
近
で
は
私
立
大

学
や
専
門
学
校
に
進
む
者
が
多

「
昭
和

の
美

女
」

特
螢
，
べ
き
は
　
旧
制
第

一
高

女
　
嗚
源
高
校
を
通
し
著
名
な
女

優
や
男
優
を
雷
出
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
し
か
も
芸
を
磨
い
た
、

そ
の
道
の
プ
ロ
た
ち
で
あ
る
。

ま
す
は
山
本
富
士
子
で
あ
る
。

天
下
の
美
ま
と
諷
わ
れ
、
昭
和
時

代
の
美
人
の
代
名
詞
に
な
つ
た
女

優
で
あ
る
。
３‐
年
生
ま
れ
。
大
阪

府
工
大
津
高
女
Ｇ
‘
果
大
津
一局
校
）

か
ら
「府

一
」
に
〓
´
し
て
き
た
。

校
名
は
左
学
中
に
鴨
）●
高
校
に
変

わ
っ
た
が
、
「急
に
男
女
共
学
に
な

茶 光子

り
学
校
生
活
も
し
ば
ら
く
は
落
ち

着
か
を
か
っ
た
」
「暑
子
学
生
か
ら

‥
‥
ラ
ブ
レ
タ
ー
の
よ
う
ｙな
手
紙

を
い
た
だ
い
た
宍
２
０
０
２
年
１２

月
Ｂ
日

『日
本
経
済
新
開

（私
の

履
歴
言
）じ

と
い
つ
。

５０

（昭
和
２５
）
年
の
第
１
回
ミ

ス
Ｅ
ネ
コ
ン
テ
ス
ト
に
選
ば
れ
た

の
が
き
つ
か
け
と
な
つ
て
、
映
画

界
入
り
し
た
。
５３

（昭
和
２８
）
年

か
ら
ｏ３

（昭
和
“
）
年
に
か
け
て

多
く
の
映
日
で
〓
漬
し
た
が
、
山

本
を
諦
め
出
す
哄
画
業
界
の

「五

社
協
定
」
に
よ
つ
て
銀
幕
か
ら
逮

ぎ
か
，
ゴ
ア
レ
ビ
や
蒸
台
で
活
躍

し
た
。
山
苓
よ
り
約
１０
年
前
に
は
、
文

化
勲
〓
受
車
の
女
優
　
森
光
子
も

「府

こ
に
■
年
生
の
１
学
期
だ
け

だ
が
違
つ
て
い
た
。
山
本
と
は
違

っ
て
映
画
出
漬
は
少
な
く
、
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
や
舞
台
で
の
活
躍
が
多

か
っ
た
。
智
省
筆
Ｌ
の
舞
治
公
演

は
２
０
１
７
回
を
一黎
え
、
０９
年
に

は
国
民
栄
誉
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

「芸
能
界
の
，
」
の
よ
う
な
存
〓
だ

っ
た
が
、
昨
年
１１
月
に
９２
歳
で
死

沢田研二

一一^
，し
〓た
。

青
制
卒
に
な
ら
が
、
一百倉
土
の
着

〓
女
優
に
な
つ
た
団
令
子
も
卒
業

し
て
い
る
し
、
宝
塚
歌
劇
団
出
身

の
大
優
　
■
友
さ
く
ら
が
鳴
一″
高

ま

τ́
中
退
し
て
い
る
。

一昭
和
の
ケ
ー
ル
ガ
イ
」
と
い
わ

れ
、
大
映
の
着
一秋
徘
優
と
し
て
活

躍
し
た
日
宮
二
郎
も
Ｏ
Ｂ
で
あ

る
。
田
官
と
団
令
子
は
　
，

（昭

「昭
和
の
ク
ー
ル
ガ
イ
」

男
性
で
は
、
ま
手
、
俳
優
、
作

由
家
と
し
て
活
菫
し
て
い
る
沢
ロ

研
二
が
、
湾
″
高
な
を
中
退
し
て

い
る
。
６０
年
代
後
半
の
グ
ル
ー
プ

サ
ウ
ン
ズ
全
盛
期
に

「ザ
　
タ
イ

ガ
ー
え
」
と
し
て
人
気
を
に
し
、

一
躍
、
国
民
的
な
ア
イ
ト
ル
ス
タ

ー
と
な
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
は
７．
（昭

和
４６
）
年
に
解
散
し
た
が
、
沢
日

は
ソ
ロ
活
動
を
続
け
て
き
た
。
Ｂ

年
１２
月
に
，
スリ
ジ
ナ
ル
メ
ン
バ
ー

５
人
で

「ザ
　
タ
イ
ガ
ー
ス
一
を

言
結
成
し
　
“
年
ぶ
り
に
公
漬
活

童
を
す
る
工
た
で
あ
る
。

和
２６
）
年
入
学
の
同
期
生
だ
が
、

ガ
Ｔ
茉
後
約
Ю
年
た
っ
て
再
会
し
た

時
に
口
宮
は

「鳴
一カ
高
校
で
名
だ

た
る
美
女
だ
っ
た
。
こ
の
全
校
の

人
気
者
を
僕
は
良
く
知
っ
て
い
た

が
、
彼
女
は
学
生
服
を
着
た
僕
を

ど
う
し
て
も
思
い
出
せ
な
い
ら
し

い
」
３
文
肇
春
秋
』
“
年
９
月
号
）

と
、
記
し
て
い
る

映
画
監
督
で
は
湯
浅
董
明
、
■

方
落
語
の
名
跡
で
落
語
家
タ
レ
ン

ト
の
は
し
り
で
あ
つ
た
森
乃
福
郎

も
，
雪
倉
一で
あ
る
。
８６
（昭
和
６‐
）

年
生
ま
れ
の
一
和
洋
哺
は
、
劇
団

四
季
所
属
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
優

で
あ
る
。

重
森
三
果
は
小
唄
、
三
味
線
の

和
楽
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
。
江

戸
浄
瑠
璃
新
内
節
の
家
元
継
承
者

で
舞
踏
会
や
演
奏
会
に
出
演
し
、

最
近
で
は
テ
レ
ビ
や
映
画
で
和
楽

指
導
者
と
し
て
も
活
躍
し
て
い

る
。
ま
た
伝
読
芸
能
で
は
、
大
蔵

流
狂
言
方
能
楽
師
の
木
村
正
た
が

卒
業
し
て
い
る
。

鴨
一４
高
校
が
著
名
な
芸
能
人
を

輩
出
し
た
背
景
に
は
、
大
映
、
東

映
な
ど
が
京
都
市
内
に
映
画
撮
影

所
を
設
け
、
時
代
劇
の
ロ
ケ
地
に

も
な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

た
ろ
う
、

（猪
熊
建
夫
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

（敬
称
略
、
会
社
名
〓肩
書
な
ど
は

当
時
。
次
回
は
鳴
折
高
校

〈下
》

田富二郎
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一響
ガ
２
ふ
都
府
立
京
都
第

詈
回

等
女
学
校
が
日
本
で
最
古
の
公
立

女
子
教
育
揆
間
だ
っ
た
と
い
う
伝

読
を
持
つ
鳴
一折
高
校
。
若
名
な
芸

能
人
を
輩
出
し
て
い
る
こ
と
を
前

週
に
紹
介
し
た
が
、
芸
術
、
学
問
、

研
究
の
分
野
で
も
多
で
の
逸
材
を

送
均
■
し
て
き
た
。

貴
重
な
美
術
品

日
本
画
の
三
谷
青
子
と
上
村
淳

之
が
事
業
生
で
あ
る
。
淳
之
は
、

美
人
画
の
ナ
ｇ
本
で
１
９
４
８

（昭

和
２３
）
年
に
女
性
と
し
て
初
め
て

文
化
勲
草
を
受
章
し
た
上
村
松
曰

・一
が
祖
母
ヽ
母
一
続
い
て
史
上
初
の

（飩
年
）
の
上
村
松
黛
が
父
と
い

う
　
日
本
画
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト
の
家

系
で
あ
る
。
３
代
続
い
て
の
芸
術

院
会
員
で
、
淳
之
は
３
代
の
作
品

を
長
示
す
る
●
伯
美
術
館
の
館
長

も
か
め
て
い
る
。

１
４
０
年
余
の
歴
史
が
あ
る
た

め
、
鴨
一方
高
校
に
は
多
く
の
貫
重

な
美
術
品
や
文
書
が
残
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
中
に
は
■
村
松
国
が

描
●
た
「夕
暮
」
（４
年
作
）
も
あ

る
。戦
時
中
の
文
展
に
出
品
き
れ
、

そ
の
後
、
京
都
府
立
第

■
膏
女
に

寄
贈
さ
れ
た
日
本
画
で
あ
る
．

京
都
画
壇
に
は
や
は
り
女
性
で

文
化
勲
章
を
受
草
し
た
日
本
画
家

の
秩
野
不
矩

（静
岡
県
エ
ニ
俣
高

等
女
学
校
　
現
二
俣
高
校
卒
）
が

い
た
。
秋
野
は
５
男
１
女
の
母
だ

つ
た
。
長
男
発
巨
矢

（編
集
者
）

は
同
志
社
高
校
卒
だ
が
、
次
男
亥

左
牟

（絵
本
作
家
）、
三
男
子
強

（陶
芸
家
）、
長
女
切
子

（絵
本
作

家
）、
四
男
矩
之

（精
菜
技
術
者
）、

二
日を
〒
（陶
姜
家
）
の
５
人
が
新

制
鳴
一●
高
校
を
事
業
し
て
い
る
。

「
い
か
に
も
京
都
一
と
い
う
■
事

に
就
い
て
い
る
卒
業
生
も
い
る
。

清
少
論
言
の
「枕
草
子
」
に
は
里
ヨ

は
栓
皮
葺
　
い
と
め
で
た
し
」
の

一
生
が
あ
る
か
　
宮
川
友
一
は
社

寺
岸
意
疹
皮̈
〓
の
伝
続
技
術
の
保

持
ま
で
あ
る
。
１
７
１
２

（正
徳

２
）
年
を
初
代
と
す
る
桧
皮
屋
弥

兵
筒
な
ら
数
え
て
１０
代
日
で
、
こ

の
人
物
が
い
な
け
れ
ば
京
都
の
社

寺
仏
Ｌ
の
伝
読
文
化
財
の
屋
根
の

葺
き
春
え
は
ま
ま
な
ら
な
く
な

る
、
と
い
う
‘什
在
で
あ
る
。

■
■
時
技
は
、
京
都
の
老
舗
旅

館
　
一基
本
の
大
女
将
で
あ
る
。
橋

本
憲

一
ほ
京
都
市
内
の
料
亭
棄
■

泊
の
Ｅ
〓
で
、
京
料
理
の
創
作
に

△
公
´
″
な
い
料
理
人
で
あ
る
。

榛
工
芸
作
家
の
番
濡
鴻
一栞

京

人
形
ｉ
の
片
同
行
雄
、
西
障
織
の

認
定
仁
読
工
芸
士
の
堀
口
雅
男
、

和
風
ミ
ニ
チ
ュ
ア
家
具
を
製
作
す

る

「手
の
ひ
ら
工
房
」
代
表
の
畑

中
義
明
ら
も
卒
業
生
で
あ
る
。

学
者

の
Ｄ

Ｎ
Ａ

小
一聾
外
で
は
、
在
日
韓
国
人
２

世
の
李
良
技
が
”
年
に

『由
熙
』

で
芥
川
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
作

品
は
韓
国
語
や
壼
国
語
で
も
翻
訳

出
版
さ
れ
て
い
る
。
鳴
派
高
枝
卒
ヽ

業
後
に
早
稲
田
大
に
進
学
し
た

が
、
す
ぐ
に
中
退
し
、
ソ
ウ
ル
大

学
を
卒
業
し
た
。
Ｗ
歳
で
死
去
し

た
。小
川
幹
雄
は
海
外
公
漬
（
全
国

公
演
を
含
め
、
演
劇
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、
伝
読
芸
能
　
コ
ン
サ
「
ト

な
ど
幅
広
い
分
野
で
舞
台
監
督
を

湧
め
て
い
る
。
作
曲
家
で
は
、
多

く
の
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
や
ア
ニ
メ
、
映

画
音
楽
を
作
山
し
た
嵐
野
英
彦

や
、
タ
ー
ク
グ
ッ
ク
ス
の
音
楽
監

督
を
し
た
自
石
哲
也
ら
が
い
る
。

旧
制
卒
で
は
ビ
ア
ニ
ス
ト
の
安
田

信
子
、
■
肥
み
０
き
ら
ヽ

学
者
　
研
究
者
で
著
名

‐なの
は
，
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一
演
劇
学
者
　
劇
作
家
の
山
崎
工
和

・　
　
　
で
あ
る
。
文
芸
評
論
か
ら
領
域
を

一
広
け
、
む
ｔ
ろ
文
明
評
工雷
本
と
言

っ
た
方
が
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ

る
。
企
業
メ
セ
ナ
や
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
の
概
念
を
日
本
に
普
及
さ
せ
た

一
人
で
も
あ
る
。

考
古
学
者
の
猪
熊
兼
勝
は
、
奈

ヽ
　
良
県
明
日
容
村
の
キ
ト
ラ
古
墳
の

調
査
で
初
め
て
フ
ア
イ
バ
ト
ス
コ

ー
プ
を
使
い
玄
武
図
を
発
見
し
た

一　
　
　
古
墳
の
調
査
研
究
の
第

一
人
者
で

あ
る
。
財
政
学
者
で
政
府
の
各
種
書
諭

会
の
委
員
を
し
た
貝
塚
啓
明
は
、

学
者
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持
っ
て
い
る
。

一　
　
　
父
は
中
国
史
学
者
で
文
化
勲
章
を

受
章
し
て
い
る
貝
塚
茂
樹

（旧
制

　̈
　
一ふ
都
府
立
京
都
第

一
中
学
　
現
洛

・　
一　
　
　
北
高
校
倅
）、叔
父
は
物
理
学
者
で

日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
第
１
号
受

賞
者
の
湯
川
秀
樹

（同
）
で
あ
る
。

農
芸
化
学
が
専
門
の
上
野
民
夫

は
農
薬
研
究
の
権
威
で
あ
り
、
食

の
安
全
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
鴨
折
高
校
同
窓
会
の
会
長
を

し
て
い
る
。
高
月
紘
は
環
境
学
者

員塚啓

"

一̈
　
一　
　
´
　
　
　
　
¨
　
一

あ
る
佐
野
続
ら
が
卒
業
し
て
い

で
、
自
ら
環
境
漫
画
を
描
い
て
い

一る
。ト

イ
ン
ピ
ー
の
研
究
を
し
た
比

較
文
明
学
者
の
吉
沢
五
郎
、
中
国

近
せ
史
の
阪
倉
篤
秀
、
日
語
学
者

で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
寿
岳
章
子
、

日
不
美
術
の
研
究
者
で
上
村
松
国

研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
加
薦
頚

子
　
英
又
学
者
の
久
代
七
智
子
ら

も
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｃ
で
あ
る
。

さ
ら
に
数
理
解
析
学
者
で
国
際

致
理
物
理
一̈去
ス
メ長
を
務
め
た
荒

木
不
二
洋
、
生
物
学
者
で
淡
水
生

物
の
生
態
を
研
究
し
た
川
那
部
浩

茂
、水
工
本
利
学
者
の
長
尾
正
志
、

分
子
生
物
学
の
大
山
莞
爾
、
精
密

工
学
の
清
野
意
、
歴
史
人
類
学
の

西
日
Ｉ
規
　
木
材
資
源
の
研
究
を

し
て
い
る
川
丼
秀

一
、
生
態
分
子

化
学
が
専
門
で
見
虫
の
研
究
を
し

た
仙
口
え
平
、
ビ
ト
ル
酸
造
研
究

家
の
橋
本
直
樹
ら
が
い
る
。

金
沢
箔
工
芸
品

医
学
　
薬
学
の
分
冤
で
は
、
循

環
器
内
科
が
専
門
で
言
全
ス
女
子
Ｅ

大
付
属
病
院
長
を
し
た
細
日
瑳

一
、
漠
方
葉
の
研
究
者
で
日
本
薬

科
大
学
学
長
を
し
た
木
村
孟
淳

世
界
の
長
寿
食
文
化
の
研
究
を
し

た
病
理
学
者
の
家
森
幸
男
、
肥
満

症
の
専
円
医
で
あ
る
百
日
′
秀
、

リ
ウ
マ
チ
や
膠
原
病
の
専
円
医
で

ス
は
家
業
の
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版

，て
、
京
都
か
ら
文
化
を
発
信
す
る

ユ
ニ
ー
ク
な
出
版
社
に
育
て
上
げ

た
。経

営
評
詰
家
の
江
坂
彰
は
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
物
の
著
作
を
多
く
出
し

て
い
る
。
谷
日
正
和
は
マ
ー
ケ
テ

イ
ン
グ
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ

一わ
．俳
優
Ｑ
別
島
幹
雄
は
、
サ
ハ
ラ

砂
一滉
８
４
０
０
ま
を
４
８
７
日
間

に
わ
た
り
徒
歩
で
世
界
初
の
単
独

積
断
に
成
功
し
て
い
る
。

２５
肝
室
内
プ
ー
ル

旧
制
京
都
″
十
二
女

（府
一
Ｙ

新
制
鳩
派
高
校
の
卒
業
生
に
は
、

姉
妹
　
兄
ガ
そ
ろ
，
て
事
業
生
と

い
う
例
が
多
い
。
秋
野
不
矩
の
子

ど
も
に
つ
い
て
前
述
し
て
い
る

が
、
他
の
ケ
ー
ス
も
挙
げ
て
み
よ

２ヽ
本
草
学
の
権
威
で
北
海
道
薬
科

大
ら二
十
長
を
し
た
木
島
正
夫
の
生

家
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
続
く

京
都
の
商
家
で

「京
都
御
奮
町
文

書
一
を
保
存
し
て
い
た
家
と
し
て

歴
史
学
者
の
間
で
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
ネ
島
の
妻
〓
窒
天
子
は
、

５
姉
妹
全
員
が
府

一
卒
で
あ
る
。

長
女
栄
、
次
女
君
子
、
二
女
律
子
、

四
女
多
美
子
、
五
女
恵
美
子
で
、

他
に
３
人
の
男
兄
弟
が
い
た
が
そ

．
●
■
■
■
■
■
「＝
■
「

の
内
２
人
の
妻
も
府

一
卒
で
あ

つ
　
　
い

た
。
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　

は

著
名
な
人
物
の
賢
夫
人
と
し
て
　
　
，

知
ら
れ
た
事
業
生
も
多
い
。
東
洋

紡
社
長
を
し
た
谷
口
豊
三
郎
の
夫

人
　
き
ぬ
、
京
都
大
総
長
を
し
た

奥
日
東
の
夫
人
　
恒
子
、
中
国
文

学
の
碩
学
で
あ
っ
た
吉
川
幸
次
郎

の
夫
人

不
知
ら
を
挙
げ
ら
れ
る
。

日
本
最
古
の
公
立
女
学
校
と
い

う
伝́
統
を
持
つ
た
め
、
鴨
派
高
校

に
は
美
術
品
な
ど
が
た
く
さ
ん
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
述
し
た

が
、
校
合
も
な
か
な
か
の
由
精
が

あ
る
。
３
階
に
あ
る
講
堂
は
か
つ

て
ヘ
レ
ン
　
ケ
ラ
ー
が
講
演
し
た

場
所
だ
し
、
女
子
と二
年
な
の
で
肌

を
さ
ら
さ
な
い
よ
う
に
と
日
本
量

古
の
あ
層
室
内
ブ
ー
ル
も
あ
る
。

そ
の
校
合
は
３５

（昭
和
ｌＱ
）
年
・

に
で
き
た
和
洋
折
束
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
建
て
で
、
昭
和
モ
ダ
こ

ズ
ム
を
取
り
入
れ
た
ア
ー
チ
型
小

窓
な
ど
が
あ
る
粋
な
造
り
で
あ

る
。
し
か
し
２
０
■
３
年
秋
か
ら

解
体
さ
れ
、
建
て
替
え
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
老
朽
化
し
耐
震
補

強
が
無
理
な
た
め
て
あ
る
。
鴨
折

高
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
数
年
間
、

２
よ
ほ
ど
北
西
に
移
る
。

（猪
熊
建
夫
〓
ソ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

（敬
称
略
、
会
社
名
浩
墾
】な
ど
は

当
時
。
次
回
は
群
馬
県
立
高
崎
高

校
）　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

′
″
。経

済
界
で
活
躍
し
た
卒
業
生
で

は
、
´
下
電
器
産
業

（冤
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
）
の
副
社
長
を
し
た
村
山

敦
は
、
そ
の
あ
と
関
西
国
際
空
港

の
社
長
に
な
っ
た
。
口
中
辰
郎
が

高
島
屋
の
社
長
を
、
近
薦
勝
童
は

グ
イ
エ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
コ
ー

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
長
を
、
越
村
敏

昭
は
東
京
急
行
電
鉄
会
長
を
し

た
。
塚
本
能
交
は
，
コ
ー
ル

（現

ワ
コ
ー
ル
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス
）

創
業
者
の
長
男
で
、
現
在
は
２
ペ

目
の
社
」〓を
し
て
い
る
。

浅
野
邦
子
は
、
金
沢
市
で
全
箔

工
芸
品
の
会
社

一
箔

一
を
創
業
し

た
。
金
箔
は
ほ
と
ん
ど
が
金
沢
で

生
産
さ
れ
な
か
ら
工
芸
材
料
と
し

て
し
か
扱
わ
れ
て
こ
な
か
つ
た
。

浅
野
は

一
念
発
起
し
て
美
術
工
芸

品
に
仕
立
て
上
げ
、「全
沢
箔
工
芸

コこ
と
い
つヽ
ブ
ラ
ン
ド
に
育
て
た
。

一塁
郡
市
の
西
村
製
作
所
は
日
本

初
の
天
体
反
射
望
遠
策
を
作
っ
た

会
社
だ
が
、
西
村
有
二
は
そ
の
４

代
目
社
長
を
し
て
い
る
。
中
西
健
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